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表紙写真：電気ショッカーボートを使用した外来魚駆除試験
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5月1日付で浅海･内水面グループ

から着任しました。日頃から水

産研究部の調査研究業務につき

まして、特段のご協力とご支援

を頂いておりますことに対して

厚く御礼申し上げます。

さて、昨年１２月に公表された2013年漁業セ

ンサスの結果では、本県の漁業就業者数は4,110

人で、４年前に比べ1,107人減少しました。ま

た、2014年度水産業に新規就業した数は６０人

で(前年比－６人)、漁業者の減少傾向は止まっ

ていませんが、このうち半数以上が４０歳未満

の若い世代で、魚類養殖業等に着業しているよ

うです。

人口減少社会の到来に備え、大分県版地方創

生では農林水産業の仕事をつくり、仕事をよび

こむために構造改革の取り組みを加速化するこ

とにしています。

今年度は、「おおいた農山漁村活性化戦略

2005」の目標最終年度です。水産研究部では、

働く場づくり・もうかる漁業の実現のため、こ

れを支える技術開発に取り組んでいきます。

まず、新規就業者の確保のため実施する大分

県漁業学校における魚病や赤潮診断技術等実習

の講師派遣に協力します。

魚類養殖業の競争力強化については、中国産

種苗依存から脱却するためヒラマサの人工種苗

生産技術の確立を目指して、量産技術の開発と

稚魚期の魚病対策を確実に行い、漁業公社等に

技術移転を図ります。また、かぼすブリの生産

拡大のためカボス果皮パウダーの製造･保管技術

開発とカンパチなど新たなかぼすブランド養殖

魚の創生により、年間をとおしたマーケットの

ニーズに応じた養殖魚づくりを目指します。

資源管理強化型漁業の実践支援では、豊予海

峡のマアジ資源調査について継続して行ってお

ります。今年３月に開催された水産学会で元栽

培資源チームの西山主査が､マアジ卵の研究をま

とめた論文で論文賞を受賞し、本県の漁業現場

と一体となった資源研究が全国的に評価されま

した。今後、マアジ資源量の推定や生態につい

て一層の精度向上が図られるものと期待してお

ります。

さらに、海外輸出促進では養殖ブリ類の冷凍

フィレ加工品について、品質保持の技術開発を

行い、高品質化を図ります。

これらの研究の成果を普及指導員と連携して

漁業現場に素早く普及することが、本県の水産

業の振興を支え、構造改革･マーケットインのも

のづくりを加速させ、変化に対応した強い水産

業の創出により、もうかる漁業の実現の一助に

なるものと考えています。

今後とも引き続きご支援、ご協力のほどよろ

しくお願いします。

今年７月からのデステイネーションキャン
ペーンでは“おんせん県おおいた“に来ていた

だいた観光客の皆さんに大分の地魚を味わって

いただくことにより、県産魚の一層の消費拡大

と魚価向上が図られると期待しています。
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【はじめに】

マアジは当県の沿岸漁業にとって非常に重要

な資源で、ブランド化され全国で高い評価を得

ているものもあります。

マアジはスーパーなどでよく見かける身近な

魚ではありますが、どこで生まれてどこから

やってくるのかについては、実は謎の多い魚で

す。産卵場所については、国の研究機関を中心

に研究が進められた結果、東シナ海がマアジの

一大産卵場であることがわかりました。また、

1～3月が主産卵期であることがわかってきまし
た。

全国で漁獲されるマアジは大きく２つの群れ

に分けられると考えられており大分を含む太平

洋側のマアジはマアジ太平洋系群と呼ばれてい

ます。マアジ太平洋系群は東シナ海で生まれた

ものが海流等によって太平洋沿岸に供給された

ものと考えられています。

一方で、日本沿岸での産卵状況についても

2014年からようやくわかる様になってきました。
これまでは、ホルマリン固定したサンプルから

マアジの卵を判別する方法がなかったため、日

本沿岸でのマアジの産卵状況を調べる上で大き

なネックとなっていました。当研究部では2007
年よりマアジの産卵生態を中心とする研究をお

こなっており、全国に先駆けてホルマリン固定

したマアジ卵の査定方法を確立しました。この

成果については2014年に学術雑誌に論文として
掲載され、先進的な研究であるとして日本水産

学会論文賞を受賞しました。

マアジ卵の査定方法が確立したことにより、

大分県沿岸では豊予海峡周辺が主産卵場である

ことがわかりました。また、主産卵期は4～6月
であることがわかりました。

では、当県沿岸で産卵したマアジ卵と漁獲さ

れるマアジはどう関係しているのでしょうか？

それを調べるために、マアジ卵の出現状況と、

今年生まれたマアジ（当歳魚）の大きさを調べ

比較を行いました。

【マアジ卵の出現状況】

マアジ卵の出現状況については、当研究部の

調査船豊洋によりマアジ卵が最も多く出現する

豊予海峡周辺において調査を行いました。

その結果、4月から7月にかけて卵が出現して
おり、年によって卵が多い時期に変動はあるも

のの4月から6月が多いという結果になりました
（図1）。

【当歳魚について】

マアジ当歳魚については、津久見にある定置

網で漁獲される豆アジという一番小さい銘柄の

マアジを調査しました。漁獲される豆アジを毎

週測定していくと、6月から7月に今まで獲れて
いたマアジよりも小さな個体が混ざってくるこ

とがわかりました（図2）。この小型マアジはそ
れまでに漁獲されたマアジとは大きさが明らか

に異なるため、生まれた時期が異なる群れの可

能性があります。しかし、大きさからではこの

小型マアジがいつふ化したのかがわかりません。

そこで、小型マアジの耳石を用いて生まれ月

の推定を行いました。
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図1 豊予海峡のマアジ卵出現状況



【ふ化月の推定】

魚の年齢は頭部にある耳石と呼ばれる部分に

木の年輪のように形成される輪紋を計数するこ

とでわかります。生まれてから半年ぐらいの魚

であれば、1日ごとに形成される日輪と呼ばれる
年輪よりもさらに細かいものを読むことができ

ます。この輪紋数を読み取ることで、ふ化して

から何日経ったかを調べることができます(図3)。

調査の結果、小型マアジの大きさと輪紋数に

は図4のような関係が成り立つことがわかりまし
た。この関係式を利用して、6~7月以降に定置網
に入網する小型マアジについてふ化月の推定を

行いました。その結果、ふ化月は2~7月であり、
4～6月が多いという結果になりました（図5）。
マアジ卵の出現状況と小型マアジのふ化月組

成は概ね一致しており、豊予海峡周辺で生まれ

た卵は、その後小型マアジとなって当県沿岸に
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加入しているものと推測されました。つまり、

大分のマアジは東シナ海由来のものだけではな

いということがわかりました。

【今後の取組】

これまでの調査結果から、豊予海峡周辺で生

まれたマアジ卵が大分県沿岸のマアジ資源に加

わっている可能性が示されました。しかし、大

分県で漁獲されているマアジのうち何割が当県

沿岸で生まれ、何割が東シナ海からやってきた

マアジかは、依然不明のままです。マアジがど

こで生まれてどこからやってくるのか、そして

どのように生活しているのか明らかにすること

は本県のマアジ資源を考える上で重要だと考え

ています。これからもマアジ資源を適切に利用

して行くためには、資源生態研究に基づいた資

源管理の取り組みが欠かせません。そのため、

今後も引き続き調査研究を進めて行きます。

図2 津久見の定置網で獲れた豆アジの

中に混じる小型マアジ（下段）

図3 小型マアジの耳石断面

図4 大きさと輪紋数の関係

図5 小型マアジのふ化月
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クドア食中毒の存在が明らかになった2011年から

現在に至るまで、大分県産養殖ヒラメが原因と特定

されたクドア食中毒は一例もありません。それにも

かかわらず、全国のヒラメ取扱量が急激に低下する

中で、県産養殖ヒラメの売れ行きも風評被害により

激減し、2012年には養殖ヒラメ生産量日本一の座を

他県に明け渡すことになりました。本稿では、県産

養殖ヒラメのクドア食中毒防止対策とその広報活動

を紹介します。

クドア食中毒は、粘液胞子虫クドア・セプテンプ

ンクタータ（クドア）が多数寄生した生鮮ヒラメ筋

肉の喫食により生じる一過性の下痢・嘔吐であり、

短い潜伏期間（4～5時間）と早い回復（翌日には回

復）が特徴です。食中毒の原因クドアは、2010年に

韓国産養殖ヒラメの筋肉から発見された新種の粘液

胞子虫であり、これまでヒラメ以外の魚からは見つ

かっていません。

クドアは冷凍または加熱により無毒化できま

すが、刺身で消費されるヒラメでは商品価値が

下落します。したがって、クドア食中毒を防止

するためには、養殖されているヒラメの筋肉中

にクドアが無いことを直接調べて出荷すること

が必要です。その点、養殖ヒラメはすべて人工

種苗から育てられるため、稚魚～出荷までの間

にクドア検査を行うことで各養殖群の安全性を

確保することができると考えられます。県内外

の種苗生産場で生産された稚魚は、5～10gで県

内養殖場に導入されたのち、500g～1kgに育てら

れ出荷されます。

大分県は、2011年7月に全国にさきがけてクドア
食中毒を防止するための「ガイドライン」を作成

し、3段階（種苗導入時、養殖段階、出荷段階）の
検査により県産養殖ヒラメの安全性確保を図ってき

ました（表1）。これまで、「クドアの話題を出す
ことが風評被害に繋がる」との懸念があり、この取

り組みは積極的に発信されませんでしたが、業界か

らの注目が徐々に高まり、2014年4月には市場関係

者が県内漁協を視察に訪れるまでになりました。こ

うした動向を受け、2014年6月以降、水産研究部で

は流通業界や小売業界の関係者を対象とした養殖ヒ

ラメの安全性に関する広報活動に協力しています

（表2）。

ガイドラインの施行後の水産研究部による養殖段

階の検査では、一度も陽性個体が検出されていませ

ん（表3）。また、種苗導入時の検査により他県か

らクドアが侵入する危険性はほぼなくなり、出荷段

階検査でクドアが検出されたこともありません。以

上のことから、県内のヒラメ養殖海域では現時点で

クドア感染が生じておらず、県産養殖ヒラメの安全

性は確保されていると判断されます。

広報活動は、下入津かぼすヒラメ組合が主催する

PR会などの機会に行いました。これらの取り組みは

飲食店や流通関係者から高く評価され、その場で新

しい取引が決まることもありました。今後も検査体

制を維持して県産養殖ヒラメの安全性を確保すると

ともに、情報発信を継続し、風評被害の払拭と県産

養殖ヒラメの消費拡大に努めたいと考えます。

かぼすヒラメＰＲ会の様子
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表1 ガイドライン*1に基づく大分県のクドア検査体制

検査対象 目的 時期 検査者 方法（検出感度）*2

種苗生産場 クドア持ち込み遮断 種苗導入時 種苗生産者 PCR（100個/g）

養殖場 養殖場での感染調査 養殖段階 水産研究部 PCR（100個/g）

養殖場 出荷時の安全性確保 出荷前 漁協 顕微鏡（10万個/g）

*1：「ヒラメによる食中毒の防止対策ガイドライン」（2011年7月5日～；水産振興課）
*2：クドア胞子数が100万個/筋肉1g以上で食中毒と認定（2012年6月7日；厚労省）

表2 県産養殖ヒラメの安全性に関する広報活動

実施時期 実施場所 対象者 対象者人数

2014年4月2日 佐伯市 市場関係者 5

2014年6月10日 佐伯市 飲食店 8

2014年10月22日 別府市 旅館・ホテル 15

2014年12月1日 佐伯市 県食品安全推進県民会議 20

2015年3月3日 北海道札幌市 市場関係者 40

表3 水産研究部による県産養殖ヒラメ全ロット調査結果

調査時期 業者数 ロット数 検査尾数 陽性尾数

2012年6, 10月 49 104 515 0

2013年9月 29 72 360 0

2014年10月 33 82 410 0

合計 111 258 1,285 0
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大分県の年間クルマエビ養殖生産量はかって300

トン近くありましたが、ウイルス性疾病の発生によ

り、平成6年には100トンを切り、その後、低迷して

います。疾病抑制のためにはクルマエビの養殖密度

も下げなければならず、養殖生産の大幅な増加が見

込めない状況です。このため、養殖池を利用してク

ルマエビに代わる養殖種が導入できないか検討した

結果、クルマエビの養殖過程で発生する植物プラン

クトンを有効活用したアサリ養殖技術の開発につい

て、浅海チームで取り組むことになりました。

クルマエビ養殖といえば姫島村が有名ですが、15

面、約38万㎡あるクルマエビ養殖池の１池（7,700

㎡）（写真1）を使って、平成25年からアサリの養

殖試験を行い、成長や歩留まりなどの基礎的な知見

を得ることができました。

昨年度は、浅海チームで種苗生産したアサリ稚貝

（殻長約1.5mm）と1年養殖したアサリ(殻長約20mm)

をクルマエビが入っていない養殖池に4月に単独収

容して、隣接したクルマエビ養殖池に発生した植物

プランクトンを含む飼育水をポンプで汲み上げて注

水給餌し、収容密度別に成長、歩留まりを調べまし

た。収容密度は、2,000個/㎡、10,000個/㎡、20,000

個/㎡（以上、殻長1.5mm）と400個/㎡、2,000個/㎡、

4,000個/㎡（以上殻長20mmm）の各３区で比較しまし

た。

その結果、異なった殻長のアサリとも収容密

度が低い方が秋季までの成長が良く、歩留まり

も高く、4月に1.5mmで収容したアサリは10月に

殻長約20mmまで成長していました（図1）。これ

は、天然海域に比較して成長が良いと考えられ

ます。また、4月に20mmで収容したアサリは、密

度の低い区で8月以降に商品サイズである殻長

30mm以上に成長したものも見られました（図2）。

ただし、どちらの収容サイズとも9月以降に成長

の停滞が見られました。おそらく、この時期に

アサリの成熟が進むため成長が鈍化することや、

餌料となるプランクトンが減少したことが原因と考

えられます。冬季にアサリの餌料となるプランクト

ンを増やすことができれば、成長が早まり、１年後

の４月に殻長30mmのアサリを回収することができま

す。

また、クルマエビ養殖池で養殖したアサリから人

工採卵して、ふ化した浮遊幼生が着底稚貝まで成長

することも確認できたので、クルマエビ養殖池での

完全養殖が可能であることもわかりました。

今年度は、クルマエビとアサリを複合的に養殖す

ることで、餌料となるプランクトンをより多く利用

して１年で商品サイズ（30mm）になる技術の開発を

行う予定です。そのため、アサリとクルマエビをど

のタイミングで、どの位の密度で収容すればよいの

か調査を行います。また、これまで苦戦していたク

ルマエビ種苗生産用の大型水槽（200トン）を用い

たアサリ種苗生産では、今年度、久しぶりに着底稚

貝まで継続飼育することができました。現地での種

苗生産が安定するよう、課題を整理しながら技術開

発を進めていく予定です。

今後、クルマエビとアサリの両方で養殖生産をあ

げて、アサリも姫島村の特産品になることを期待し

ています。

なお、この研究は、農業・食品産業技術総合研究

機構生物系特定産業技術研究支援センターが実施す

る「攻めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊

急展開事業（うち産学の英知を結集した革新的な技

術体系の確立）」で実施しています。
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写真1 アサリを収容した姫島村のクルマエビ養殖池 写真2 今年5/28に養殖池に殻長約2.5mmで収容した

アサリ（6/16）
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内水面チーム 主幹研究員（チームリーダー） 樋下 雄一

電気ショッカーボートを使用した外来魚駆除試験

内水面チーム 主幹研究員（チームリーダー） 樋下 雄一

2011年度から始めたダム湖における電気ショ

ッカーボートによる外来魚駆除は、今年で5年目

になります。以前、このテーマでアクアニュー

ス№34に掲載しましたが、今回は2011年～2013

年における外来魚の駆除結果をまとめましたの

で報告します。

1. オオクチバスおよびブルーギルの駆除状況

電気ショッカーボートによる駆除は、香下ダ

ム、下筌ダム、北川ダム、芹川ダム、松原ダム、

耶馬溪ダムの6ダム湖と河川では駅館川の2カ所

で実施しました。3ヶ年の駆除により、総計でオ

オクチバス1,900尾、ブルーギル8500尾捕獲しま

した(表1)。

2.ダム湖の水位と外来魚の捕獲地点数の関係

電気ショッカーボートの放電効果範囲(水深)

には限界があり漁協から｢ダム湖の水位が高いと

底へ潜む外来魚があまり捕れない｣と言う聞き取

り結果を受け、調査を行いました。表2は調査し
た2011年と2013年の各ダム湖の水位を比較して、

水位が高い年を｢高｣､低い年を｢低｣とし、ダム湖

沿岸部を放電を行って、外来魚が駆除できた地

点数を表しています。

これをみると､下筌ダムを除いたダム湖では､

水位が高い年は捕獲地点数が少なく、水位が低

い年は捕獲地点数が多い結果でした。各年の水

温やアオコの発生の有無等条件は異なっており、

一概には言えませんが、水位が低い時期の方が

電気ショッカーボートによる駆除効果が大きい

様です。

3.各調査場所におけるオオクチバスおよびブル

ーギルのCPUE(尾/日)

１)オオクチバス

各調査場所におけるCPUEを比較しました(図1)｡

2011年と2012年を比較すると､香下ダムを除き他
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の全ての調査場所において､2011年度の方が少な

い結果でした。これは､2011年度に電気ショッカ

ーボートを初めて導入し､その操作に不慣れだっ

たことと、導入が遅れ11月中旬から12月中旬の

低水温期に調査することとなり､オオクチバスは

水深が深い場所に移動したため、採捕尾数が少

なかったと考えられます｡一方､2011年度の香下

ダムは､稚魚の捕獲数も多かったことが特徴的で

す。

いずれも高水温期の7～9月に調査した2012年

と2013年度を比較すると､全ての調査場所におい

て､2013年度のCPUEが低い結果でした。これは

2011年からの継続的に駆除を行ったことにより

CPUEが低くなった可能性も考えられます。

2)ブルーギル

ブルーギルもオオクチバスと同様な結果がで

ました(図2)｡

4.ダム湖における外来魚の駆除対策

今回の結果から、ダム湖における外来魚の駆

除方法として、継続的な電気ショッカーボート

による駆除が有効であることが実証されました。

但し、電気ショッカーボートを全国内水面漁業

協同組合連合会から借りている本県においては、

希望する時期に電気ショッカーが使用できない

現状にあり、最も駆除効果が高い産卵時期での

オオクチバスを対象にした人工産卵床の設置、

ブルーギルを対象にかご網の設置等、電気ショ

ッカーボート以外での方法を組み合わせて行え

ば、さらなる駆除効果が期待できると思われま

す。

写真 電気ショッカーボートによる駆除試験の様子
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表１ 各調査場所におけるオオクチバスおよびブルーギルの駆除状況

表２ ダム湖の水位と外来魚の捕獲地点数の関係

図１ 各調査点におけるオオクチバスのCPUE(尾/日) 図２ 各調査点におけるブルーギルのCPUE(尾/日)

写真 捕獲されたオオクチバス

写真 捕獲されたブルーギル
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【結果】

生殖器床の形成は6月9日に確認できましたが、放
卵には至っていませんでした。ブロック設置は日中

の最干時間帯に併せて行ったほうが作業性は高いこ

とから6月25日及び26日の大潮時に実施しました。
設置後の成熟状況ですが、6月30日、7月11日、23
日、29日のサンプルでは放卵の形跡と未放卵部分
（まだ卵を放出していないもの）の両方が確認され

ました。ブロックはロープや竹で固定したものの、

台風や晩秋から冬季にかけての強い波浪でロープの

破断や竹の破損により、三ツ塚や高島地区で逸散が

確認されました。当初設置した場所から約30m近く
岸側に打ち上げられたブロックもあり、いかに激し

い波浪を受けているかが想像できます。全ての地区

で海藻の幼体が8月12日（設置後48日経過）から10
月8日（設置後105日経過）にかけて確認されまし
た。幼体は確認されましたが、ヒジキの繁茂状況が

よいのは、小池、尾崎西、東および貴船地区でした

（写真1及び写真2）。一方、ヒジキ以外の海藻（ア
オサ類など）が繁茂してしまった地区もありました

（写真3）。小池でのヒジキの成長は平成26年12月
に平均全長14.0㎝、平成27年2月には22.4㎝、同年5
月には35.2㎝と順調に成長していることがわかりま
す（写真4）。

【今後の展開】

本試験から香々地地先でも建材ブロック設置

によりヒジキ母藻の確保が可能なこと、地区によ

りヒジキの繁茂状況が異なることなどが明らかと

なりました。今後はヒジキ母藻ブロックを他の海

域に移植し、移植先でヒジキ群落を形成させる試

験を実施する予定です。漁業者自身の取り組みで

ヒジキ母藻が確保できたので、この取り組みに対

する意気込みが高まっています。今後も引き続

き、漁業者と一緒にヒジキ資源の増大を図る試み

を積極的に行っていきます。

【背景および目的】

豊後高田市香々地地区では、流し網、刺し網、建

網、釣り、カゴ、潜水漁業、ヒジキ漁業など季節に

応じて多種多様な漁法が営まれています。ヒジキ採

取による漁家収入は大きく、ヒジキ母藻設置等によ

るヒジキ増殖の要望が漁業者から求められていま

す。そこで移植用の母藻を確保するため、天然ヒジ

キの成熟時期に付着基質として建材ブロックを設置

し、ヒジキ幼体を付着させる試験を県漁協香々地支

店所属の漁業者と一緒に行いました。ヒジキ幼体の

着定基質としてブロックを利用する手法は、水産研

究部浅海・内水面グループ浅海チームが開発したも

ので、すでに国見地先等の東部局管内での普及事例

があります。それらを参考に実施したので簡単に経

過をご紹介します。

【方法】

ブロックの設置海域は天然ヒジキが繁茂する場所

を漁業者から聞き取り、香々地地先の7地区（小
池、松津、三ツ塚、尾崎西、尾崎東、貴船および高

島）としました（図1）。設置時期を決定するた
め、平成26年5月下旬から7月下旬にかけてブロック
設置予定場所のヒジキを定期的に数本程度採集し、

目視により生殖器床の有無を観察しました。生殖器

床が確認されたサンプルは、実験室内で顕微鏡によ

り放卵（卵の放出）の有無を確認しました。ブロッ

クは横39㎝×奥行き19㎝×高さ10㎝で、小池136
個、松津150個、三ツ塚52個、尾崎西50個、尾崎東
50個、貴船81個および高島に68個を設置しました。
満ち潮時に船舶からブロックを海中に投下、干潮時

に整地しました。ブロックはロープや竹で固定し、

逸散防止策を講じましたが、一部ブロックは固定せ

ずに設置しました。設置後、定期的に設置状況やヒ

ジキ幼体の付着状況や成長を目視にて確認しまし

た。
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図1：建材ブロック設置場所、状況および使用した建材ブロックのサイズ

写真3：アオサ類が繁茂してしまった地区

（設置後328日経過）

写真1：尾崎西（設置後5日経過） 写真2：尾崎西（設置後327日経過）

写真4：小池地区 ブロックに繁茂する
ヒジキ（設置後327日経過）
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サザエの水揚げ量

管内では、今年の4月からサザエが多く水揚げ

されています。漁業者いわく「獲っても、獲っ

てもサザエがでてくる」状況だそうです。

漁協のA職員の記憶では「東日本大震災(H23年

3月)の年にサザエが多かったが、今年はそれ以

来の豊漁」だそうです。県漁協A支店の過去5年

間と、今年の4月、5月の水揚げ量を図１に示し

ました。今年の水揚げ量は4月に１3ｔ、5月に

6ｔで、この2ヶ月で既に昨年1年間の水揚げを上

回っています。確かに震災の年以来の豊漁のよ

うです。

他県でも、サザエの漁獲量は年変動が大き

く、数年に一度豊漁になることが多いようで

す。

サザエの成長

サザエの成長について、県内のいくつかの地

区では、漁師さんが、「一潮ごとに大きくな

る」というのを耳にしたことがあります。しか

し、サザエは、漁獲対象となるまでに、産卵か

ら3年程度かかるとしている文献が多く、目に見

えて大きくなるとは考えにくいのですが・・・

もしかすると、サザエは移動が大きく、漁獲

した場所(生息適地)に、別の場所から大型個体

が次から次と移動してくるのかもしれません。

残念ながら、大分県で調べられた例がありませ

ん。

サザエの放流試験

県地先でサザエを放流すると、どの程度効果

があるのか？サザエの資源を維持するために明

らかにしたいと考え、県内での成長や移動を明

らかにするために、標識放流を実施する予定で

す。

図 1 サザエの水揚げ量(県漁協A支店)

写真１ 水揚げされたサザエ(県漁協A支店)
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《水産研究部》

【次長 鹿嶋豊郎】 (議会事務局から転入)

このたびの異動で議会事務局から水産研究部次

長でまいりました鹿嶋と申します。水産関係は、

若い時に漁港課で漁港管理を担当していましたの

で、養殖場の地名などを聞くと、漁港を見て回っ
ていた当時を懐かしく思います。研究機関での仕

事は初めて何もわかりませんが、職員の皆さんが

のびのびと働けるような職場を目指していきたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。

【副主幹 増永由美】(佐伯高等技術専門校から転入)

５月の異動で、佐伯高等技術専門校から管理担当

にまいりました増永と申します。農林水産関係の職

場は初めてで、設備や多岐に渡る事業の多さに驚き

戸惑っていますが、車で海を眺めながらの通勤で

は、毎回表情の違う風景に癒やされています。これ

から少しでもお役に立てるよう頑張りたいと思いま

すので、宜しくお願いいたします。

【主任研究員 林亨次】(南部振興局から転入へ)

このたびの異動により、栽培資源チームへ配属とな

りました林と申します。担当は「ヒラメの高水温耐性

品種の作出」です。ヒラメは高水温に弱く、昨今の温

暖化傾向により夏場の生残率の低下を招くなど、ヒラ

メ養殖業者にとっては大変厳しい状況となっておりま

す。そこで、高水温に強いヒラメを作り出すべく研究

を続けております。できるだけ速やかに成果を出し、

現場へ普及できるよう、微力ではありますが頑張りま

すのでどうぞよろしくお願いします。

【研究員 大竹周作】 (新規採用)

この度、新規採用で養殖環境チーム環境保全班に

配属となりました大竹周作と申します。赤潮や貝毒

の調査を担当しております。調査のため現場に出る

ことが多く、初めての業務内容に戸惑うことも多い

ですが、毎日があっという間に過ぎる充実した日々

を過ごしております。常に学ぶ気持ちを大事に、大

分県の水産業振興に少しでもお役に立てるよう努力

していきます。どうぞよろしくお願いします。

【技師 松岡三代】 (新規採用)

本年の４月より新規採用で漁業調査船豊洋に配属

になりました松岡三代と申します。

今までは、フェリー会社及び造船所で勤めていま

した。今回初めて調査船での勤務となりますが、私

達の調査が研究に役立ち漁業者及び生産者の方々に

返していけたらと思います。一生懸命頑張りますの

で、どうぞ宜しくお願い致します。

【技師 長田彩】 (新規採用)

今年度より、新規採用で漁業調査船「豊洋」に配

属となりました長田彩と申します。船では二等航海

士として勤務しております。仕事内容が航海技術の

他に、大学で学んだ資源管理学も活かせるので、や

り甲斐を感じると共に、毎日一つ一つの業務の精度

を高めていくことに努めていきたいと感じてます。

微力ではありますが、大分県の水産のお役に立てる

よう頑張りますので、よろしくお願い致します。

【船長 清川弘一】 (漁業管理課から転入)

本年5月に漁業管理課から水産研究センター漁業調

査船豊洋に配属になりました清川です。

調査船への移動が初めてで、漁業管理課での業務

と業務内容はちがいますが、前業務と調査船での業

務の目的は同様に水産振興と水産資源保護、増大に

あると思っていますので、微力ではありますが皆さ

んの力になれる様に頑張りますので、よろしくお願

いします。
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《浅海・内水面グループ》

【グループ長 末吉隆】 (東部振興局から転入)

16年ぶりの試験研究機関への配属となりワクワクし

ています。一方で、かつての水産試験場時代とは組織

内の仕組みが様変わりしていることに驚いています。

｢ニーズ｣｢スピード｣｢普及｣が研究に求められている

中、時代は地方創生に重心を移しつつあります。大分

県の地方創生を水産業から支える浅海･内水面グルー

プの牽引役としてがんばりたいと思います。みんなで

｢もうかる大分県漁業｣をめざしましょう！

【主査 甲斐弘也】(北部振興局から転入)

本年５月に北部振興局から水産研究部浅海・内水面

グループ管理担当に配属になりました甲斐と申しま
す。水産関係の部署に配属されるのも、高田地区も今

回が初めてです。

慣れない業務でとまどう面もあると思いますが、今

までの経験等を生かして頑張っていきます。適正な予

算執行等に努めますので、今後ともよろしくお願いし

ます。

【主任研究員 金澤 健】 (水産研究部から浅海ﾁｰﾑへ)

このたびの異動で栽培資源チームから、10年ぶりに

浅海チームに配属されました。栽培資源チームでは高

水温耐性ヒラメの育種を担当していましたが、浅海

チームではタイラギの種苗生産技術開発、アサリ天然

稚貝の利活用及びアサリ資源量調査等を担当します。

豊前海干潟域の振興に微力を尽くしてまいります。よ

ろしくお願いいたします。

【研究員 山本宗一郎】 (新規採用)

今年度より、新規採用で浅海チームに配属となり

ました山本宗一郎と申します。カレイやキジハタの

資源関係の調査を主に担当しております。最初はカ

レイの種類も見分けられませんでしたが、徐々に知

識が増えております今日この頃です。カレイ減少の

謎を解き明かすことを目標とし、日々の調査に励み

たいと思います。どうぞよろしくお願いします。

【主幹研究員 畔地和久】(浅海ﾁｰﾑから内水面ﾁｰﾑへ)

このたびの人事異動で、浅海チームから内水面チー

ムに配属になりました畔地です。内水面は８年ぶり３

度目の勤務になります。浅海チームでは、クルマエビ

やトラフグなどの放流効果調査やキジハタ・オニオコ

ゼの種苗放流による資源造成等に取り組み、漁業者の

皆さんには大変、お世話になりした。内水面では、魚

病診断やアユなどの増養殖技術等を担当します。これ

からも漁業者の皆さんの役に立てるよう頑張りたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。
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人権コーナー人権コーナー

佐伯市上浦大字津井浦194-6（〒879-2602）

Tel 0972-32-2155 Fax 0972-32-2156

E-mailｱﾄﾞﾚｽ a15090@pref.oita.lg.jp

大分県農林水産研究指導センター水産研究部 企画指導担当

編 集

発行者・連絡先

ホームページアドレス http://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/

大分県農林水産研究指導センター水産研究部

豊後高田市呉崎3386（〒879-0608）

Tel 0978-22-2405 Fax 0978-24-3061

E-mailｱﾄﾞﾚｽ a15091@pref.oita.lg.jp

宇佐市安心院町荘42（〒872-0504）

Tel 0978-44-0329 Fax 0978-34-4050

E-mailｱﾄﾞﾚｽ a15091@pref.oita.lg.jp

水産研究部

管理担当、企画指導担当

栽培資源チーム、養殖環境チーム

水産研究部 浅海・内水面グループ

管理担当、浅海チーム

水産研究部 浅海・内水面グループ

内水面チーム

平成２７年度人権問題研修講師「入門講座」を開催します

さまざまな人権問題を広く学び、人権の参加型研修（ワークショップ）を体験する講座です。

人権研修の講師を目指す方、人権関係の活動をされている方、人権について学びたい方、人権に関
心のある方、お申し込みをお待ちしています。
参加無料。部分的なご参加も歓迎します。

【知識編】人権各分野の講義 ７月２９日（水）、８月２６日（水）、９月１６日（水）、大分市ホルトホール
【技術編】ワークショップ体験 ９月２９日（火）～３０日（水）、大分市ホルトホール

＊詳しくは大分県ホームページ こころちゃんのへや（http://www.pref.oita.jp/site/kokoro/）から
ごらんください

○申込み・問い合わせ先 大分県生活環境部 人権・同和対策課 啓発班
〒870-8501 大分市大手町３丁目１－１ TEL 097-506-3177 FAX 097-506-1751
○申込み期限 平成２７年７月２１日（火）
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